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感染場所：人が多く集まる場所 感染場所：電車やバスのつり革、ドアノブ、スイッチ等

〈出典：首相官邸、政府オンラインホームページ〉
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①感染者がくしゃみや咳を手で押さえる

②その手で周りの物に触れて、ウイルスが付く

③別の人が、その物に触っ
　てウイルスが手に付着

④その手で口や鼻を触って
　粘膜から感染

飛沫感染

感染経路を断つ

症　状

予防接種を受ける 免疫力を高める

接触感染

・比較的急速に 38℃
  以上の発熱
・せきやのどの痛み
・全身の倦怠感を伴う

・早めに医療機関に受診
・睡眠を十分とるなど安静に  
　して休養
・こまめに水分補給が必要
・薬は医師の指示に従って正
　しく服用

熱が下がって数日間はインフルエンザウイルスが
体内に残っています。
周りの人にうつさないよう、外出は控えましょう。

①咳エチケット

②人混みや繁華街への外出を控える

インフルエンザ
の可能性

インフルエンザの巻

◎発症する可能性を減
らし、もし発症しても
「重症化」を防ぎます

◎普段から十分な睡眠と
バランスのよい食事を
心がけ、免疫力を高め
ましょう

◎帰宅時や調理の前後、
食事前等こまめな手洗
いを心がけましょう
◎アルコールを含んだ消毒
液で消毒しましょう

①感染者のくしゃみ・咳・つばなどの
　飛沫と一緒にウイルスが放出

②別の人がそのウイルスを
　口や鼻から
　吸い込み感染

冬の感染症にご注意



公益社団法人石川県シルバー人材センター連合会
〒920-0862 金沢市芳斉１丁目１５番１５号

TEL：076-222-4680　FAX：076-222-4681 2017 . 11 NO.16
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流行は年間の70％が冬期（11月～2月）ノロウイルスの巻

◎患者の便やおう吐物から人の手
　などを介して二次感染する場合

◎家庭や施設内などでの
　飛沫などにより
　感染する場合

◎感染した人が調理などをして
　汚染された食品を食べた場合

人からの感染

「人からの感染」を防ぐ 「手洗い」をしっかり 「食品からの感染」
を防ぐ

①使い捨てエプロン、マスク、
手袋を着用

②吐物をペーパータオルでふ
き取り塩素濃度約200ppm
で浸し、拭き取った後、水
拭きをします。

③使用したペーパータオル等
は、ビニール袋に密閉して
廃棄します。

◎特に食事前、トイレ
の後、調理前後石鹸
でよく洗い、温水で十
分に流しましょう。

※アルコール消毒はノロウイ
ルスに効果がありません。

◎加熱して食べる食材
は中心部までしっかり
と火を通しましょう。
◎調理器具や調理台は
使用後すぐに洗い、
熱湯で「加熱消毒」
しましょう。

　　加熱は85℃以上1分以上
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食品からの感染

（2次感染）

◎ウイルスの蓄積した、
　加熱不十分な二枚貝
　などを食べた場合

◎吐物が床に
　飛び散った場合

◎潜伏期間（感染から発症までの時間）
　 →24 時間から 48 時間
◎症状
　 吐き気、嘔吐、下痢、腹痛、微熱
　 →１～２日間続いた後に治癒し後遺症もありません
ただし
子どもやお年寄りなどは重症化したり、吐いた物を誤って気道に
詰まらせて、死亡することがありますので特にご注意を


